
- 1 -

 
 

 

 

 いつも「フィリピンに本をおくる会」の活動に、深いご理解と強いご支

援を賜り、改めて厚くお礼申し上げます。立教セカンドステージ大学を

通じての縁もあって、皆様方の活動のご支援を始めてから早くも 3 年

目に入りました。百年に一度と言われる『新型コロナウィルス』の世界

的蔓延に伴う自粛と不安の中からのスタートでした。

新型コロナ禍は流行の拡大と縮小を繰り返し、我々を取り巻く環境

は慎重な活動を求められる状況が続いていますが、現地スタッフとの

効果的な交流のためのネットワーク通信環境の整備や、大量の翻訳

データのＤＢ化による作業効率の向上のための IT インフラの整備を進

めて参りました。

昨年１１月に、活動代表の金子さんが米寿を迎えられました。現在

彼女の大きな夢であり長年の懸案でもある、『マガタ第二図書館の再

建』の実現に向けて、現地スタッフ共々具体的検討を進めています。

今年も、従前の『あむあむニット即売会』や『ニット教室』の他、『醍醐

さんのチャリティコンサート』の開催も予定しています。

今後とも引き続き、皆様方からの篤い強いご支援を賜りたく、心より

お願い申し上げます。
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あむあむ販売会について

 

 

2022 年 7 月から 12 月迄の期間において「フィリピンに本をおくる会

の活動」を資金面で支援する、あむあむ作品展示販売会を次のとお

り開催しました。当販売活動の収益は、活動資金の源泉となるもので

すが、コロナの影響もあり、ここ数年は思ったほどの収益とはなりませ

んでしたが、コロナの収束と共に今後の改善が期待されます。

① 7 月 1 日～10 日 ：大宮あっぷるはうすでの販売会開催

158,100 円

② 9 月 1 日～7 日 ：豊島区千早 KATE サロンでの販売会開催

43,200 円 
③ 12 月 1 日～10 日 ：大宮あっぷるはうすでの販売会開催

 350,000 円 
＊1  2月開催の販売会では、大宮氷川神社の十日市が久しぶりの開催

となり、大きく売り上げに貢献しました。また KATE サロンの販売会に

ついては、過去 3 回同様の販売実績となり、販売会の改善を必要と

しています。多くの皆様のご来を場お待ちいたします。

↑アップルハウス
の販売会

KATEサロン
の販売会  ↓
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＊販売活動として、上記以外にも 2022 年はエンガワ市への参加、エ

ンガワ SHOP での常設店売り上げを行っており、若干の貢献をして

います。

・エンガワ市での販売会参加（9 月 11 日） 約 6,000 円

・エンガワＳＨＯＰの売上（4 月～10 月迄） 9,600 円 

✐ タガログ語で本を作ろう！（8月 8日・22日開催）

池袋図書館における夏休み子供交流イベントの第２弾

としてフィリピンの子どもたちへ送る「タガログ語の絵本作
り」を 8 月 8 日/22 日の 2 回開催いたしました。まだまだ

暑い時間帯での開催でしたが、22 日には 6 名の子供た

ちに参加頂きました。参加頂いた子供たちにとっては、初

めての本つくりでしたが、みな上手に絵本を作ることがで

きました。

ここで作られた絵

本は、10 月に現地 
フィリピンに送り届け

られました。

エンガワ市の模様

池袋図書館報告 ＜紙芝居・本作り・講演会＞

豊島区の SDGS 活動の一環として、池袋図書館との共同事業と

して、さいちゃれでは、本年事業として次の 3 つの事業を展開し、豊

島区の子どもたちにもフィリピンに本をおくる会の活動理解を推進し

ました。
 ✐ SDGsおはなし会（マガタの子どもたちの紙芝居講演（７月30日）

池袋図書館における夏休み子供交流イベントとしてフィリピンの

子どもたちが作った紙芝居の読み聞かせを行いました。真夏の暑

い時間帯での開催となったため、参加頂いた親子は 4 組と少ない

中での開催となりましたが、参加した子供たちにとっては、初めて

  の紙芝居であり興味深く聞き入っていました。また、現地

紹介ビデオや、紙芝居から伝わる現地の子どもたちの生

活にも関心を示していただくことができました。

池袋図書館での本づくり→

←濱口さんによる紙芝居の朗読
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✐ 金子多美江さんの講演会のご案内＜11月 23日開催＞

フィリピンに本をおくる会の活動代表「金子多美江さ

ん」の講演会が、池袋図書館 多文化共生プロジェク

ト・SDGS 関連事業として、左記案内のとおり開催されま

した。当日は多くの豊島区の皆様に参加頂きました。

金子さんの発表された講演の内容は下記よりご覧いた

だけます。また当日の講演内で紹介された現地の子

「レア・チカ」の詩”私たちの図書館「シェラマドレ」”に

ついて感銘を受けた方も多く、クリップして紹介してい

ます。なお詩の日本語朗読は、さいちゃれメンバーの

岩渕裕子(RSSC8 期生）さんです。

昨年 10 月に皆様の支援で現地に送る事がで

きた 199 冊の絵本と橿原ローターアクトクラブ様

から寄贈頂いたタガログ語翻訳済みの絵本 13
冊、文具等寄贈頂いた日本フィランソロピー協

会・大塚商会様。美術全集を寄贈頂いた木野

様、池袋図書館に集まった子供たちが作成した

絵本や、その他多くの衣類や靴などが 11 月末

に現地に到着し、現地から喜びの声が届いてい

ます。

✐翻訳本ならびに生活用品の発送＜現地に年2回絵本の発送を行いました＞

↑

参
考

現
地

子

感
謝

 

現
地
到
着
荷
物

残

個

後

↓

☞ https://senior-rechallenge.jimdo.com/event2212232/

親愛なる寄付者、木野惠以子さんと池袋図

書館の池袋の子供たちへ。

世界的に有名な絵画から世界的に有名な本を

寄付していただき、誠にありがとうございます。

このような本が届くのはとてもうれしいです。私

は遠くの貧しい家族と共に住んでいますが、こ

のような本を受け取ることができ、素晴らしさを

感じています! 絵本もありがとうございます。直
接お会いできませんが、私たちとの絆と連帯
感を感じます! 
 惜しみなく贈ってくださった絵本と世界的な本

に感謝します！ご厚意へのお返しは叶いませ

んが、神が代わりにあなたに恵みを与えます
よう、いつも私たちは祈りの中にいます。 一足

お先にメリークリスマス！

ステファニー・デラ・クルス  / マガタ 図書館

＊その他現地の子供たち

からのメッセージはこちらから

ご覧いただけます。 

☞https://senior-
rechallenge.jimdo.com/news22
1214/ 

現地のこの感謝メッセージ紹介
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✐ ニット教室から

私はマンガハン第一図書館の新しいボランティアです。子どもたちは

図書館の中での遊びが大好きです。動物の本、自然の本、体の本、

医学の本など、本を読むことがとても好きです。小さい子供たちは、伝

記ものの本を読むことが大好きです。  
ローズマリー・パラレ

新年明けましておめでとう御座います。

with コロナ状態の昨年でしたが、教室では 3 名の新生徒

さんをお迎えすることができました。

メーカーやアパレル残糸利用の作品完成時には年齢、性

別関係なく皆様の前で披露し合い盛り上がります。

また、教室グループラインでは、生徒さん達の熱心な利用

により質問、動画指導も充実してまいりました。

こちらでは、別クラスの方の作品も視聴でき、アットホーム

な雰囲気に笑いもあり心が和みます。初心者多数の千川教

室も展示会出品数も徐々に増え、微力ですが支援活動の

仲間に入れ、皆で喜んでおります。今年の目標は「ゆっく

り、のんびり、バージョンアップ」です。 本年もよろしくお願

い申し上げます。

ニット教室講師 嶋田  壽美

✐マガタ第一図書館 ＜2022年 11月報告より＞

現地図書館報告

＊その他 SPM メンバーからのメッセージは 12 月図書館報告を参照

下さい。

https://senior-rechallenge.jimdo.com/library-report2212/ 

日
本

届

新

本

持

子
供
達

 

す

 

SPM を代表して、私は日

本の恩人、特に金子夫妻と

協力し進める SPM のプログ

ラムを開始して以来、長年に

渡る支援に対し心からの感

謝を申しあげます！

ソロモンメンデス
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新しく日本から届いた絵本とマガタの子どもたち。

日本の支援者の皆様ありがとうございます。 

・今月のマガタ図書館の利用者は減少しました。

・子供達は、平日は学校で忙しくすごしています。

・マガタ第二図書館は毎日開館しています。

・子どもたちは元気で、学校や図書館に行くのがとても大好きです。

・マガタ第二図書館の天井が落ちてきて、子供に危ない状況です。

ボランティア司書  ジョベリン・オカンポ

✐マガタ第二図書館 ＜2022年 11月報告より＞

再建されたマンガハン

第一図書館の扉と側溝
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お元気ですか？

金子さんご夫妻がお元気で健康でありますよう願っています。

クリスマスも近づき、私たちはクリスマスの喜びを祝いたいと思います。

ラトンの子供たちは学校の放課後に毎日本を読みにやってきて、私はボランティ

アとしての幸せを皆さんと分かち合っています。
ボランテイア司書 エメリン デラ クルーズ

✐ラトン第三図書館 ＜2022年 11月報告より＞

本を寄贈してく

れた優しい日本の

皆様に感謝の手

紙を書いたラトン

の子供達！ 感謝

の気持ちを送りま

す！

          

マリスは、彼女の教える学校で生徒たちに紙芝居「本大好き！」を読み

聞かせます。

彼女の生徒たちはそれがとても大好きで、話を聞いた後、もう一度読

んでいます。

（彼女は Youtube の紙芝居動画も生徒たちと共有しています）

＊図書館の利用者は 3 館合計で 1 日当たり、2021 年 46.9 人 2022 年 47.2 人と

ほぼ前年並みの利用実績ですが、若干増加しています。コロナの影響がなくな

るとこの利用者は増えてくると予測されます。
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上記は、2021 年と 2022 年の現地図書館の利用状況です。現在では、毎月現地マ

リスより、エクセルを活用し月次報告として、レポートされています。 
（＊WD は稼働日の略です。） 

 

新規支援者のご紹介   ＜Zerra-san>  

まず最初に、私が JOES(フィリピンに本を送る会の前身) 

でボランティアを始める機会を与えてくれた皆様に感謝の

意を表したいと思います。この活動はタガログ語を磨きなが

ら日本語を学ぶという面だけでなく、日本の文化について

も深く知ることの役に立ちました。それは私に目的意識と、

新しい友達に会う良い機会を与えるだけでなく、貴重なス

キルを学び、子供の頃に読んだ本から学んだ事の復習に

役立ちました。 

 本を収集し、翻訳し、現地に送り、さらにはフィリピンの僻

地において、子供たちが家の近くに無料で行って読むこと

ができる図書館を建設し、維持する費用を負担し続ける事

は、とても驚くべきことで、感謝してもしきれません。このこと

は現地の子供とその家族がいかに恵まれて幸運であること

を理解するにつれ、皆様の努力を高く評価していると確信

しています。また、アナログからデジタルへとステップアップ

したことにも圧倒されています。つまり、この変化に追いつ

くためには、私も新しいことを学ぶ必要があります。最後

に、シエラ・マドレを訪れるたびに、より快適な旅行ができる

ように、市政府が遅かれ早かれシエラ・マドレへの道路を改

善することを願っています。 

敬意を表して、ゼラ 
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活動代表 金子さんコメントより 

新年おめでとうございます。みな様のご健康とご縁を願っていま

す。  
お陰様でフィリピンの子どもたちはコロナ禍の中でもすくすくと

成長しており、今年もご支援をよろしくお願いいたします。  
私の気がかりはもう 5 年も現地訪問していないことでしたが、先

月、会の協力者である合田洋樹さんが訪れて下さり、貴重な報告

を頂きました。それによると、タナイ-マンガハン間の命かけで通

った悪路が劇的に整備され、災害時の公的救援が容易になった

こと、マガタ周辺にリゾートハウス(中にはプール、エアコンつきもあ

る)が建ち、村落の雇用が増えたことなどプラス面もありましたが、

文化面の施策はまだまだ。この中で「本」をおくる意義の大きさを

改めて感じました。最近はスマホ読書もできますが絵本はやはり

紙の文化で!です。しかし図書館は老朽化激しく、新改築は急務、

また本たちも老齢化し、時代に即応した本も必要です。翻訳者の

少ないことも問題ですが、最新の翻訳機も活用して、現地での翻訳

活動ができるよう、若者を中心に自立への道すじもつけていきた

いと考えています。問題は限りなくありますがゴールは自立、これら

と向き合い、解決に向かって一歩一歩進む年にしたいと考えてい

ます。 
転じて日本側では、驚くべきほどの支援の広がりがあります。あ

むあむ・KATE サロンの作成・販売会の活躍、本づくり・本おくり

の手順の確立、多方面への活動の展開。たくさんの方々の努力の

中で国際関係が危うくなっている今こそ、小さなこのきずなを強めて

いきたいと望んでいます。 平和な世界が一日も早く来ますように! 
 

「フィリピンに本をおくる会」代表 金子多美江  
 

 

 
NPO法人シニアの再チャレンジを支援する会は「フィリピンに本をおくる会の活動」を今後も中心事業として継続して 

まいります。当活動支援いただける方は引き続きご支援を、お願いいたします。 

なお支援金の送付は下記までお願いいたします。 

★郵貯口座                                   ★銀行    

名義）特定非営利活動法人 シニアの再チャレンジを支援する会           ゆうちょ銀行 店名〇一九 店番019  

   ﾄｸﾋ）ｼﾆｱﾉｻｲﾁｬﾚﾝｼﾞｦｼｴﾝｽﾙｶｲ（口座）記号00150-6-420797         預金種別  当座預金口座番号0420797 

           
 

（入会ご案内） "#$ （入会届） "#$ 

本作りでの講話から 
 

私たちと一緒に当活動にご参加頂ける方は下記より入会の手続きをお願いいたします。 
     
 


